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農文協
電子図書館

の
使い方

『ルーラル電子図書館』ならびに『農文協電子図書館』は、一般社団法人農山漁村文化協会

（農文協）が長年制作してきた作品の記事や映像などの電子データを蓄積し、インターネッ

トを通じて閲覧・活用することができる、「有料・会員制」のデータベースサービスです。

一般社団法人 農山漁村文化協会
〒335-0022　埼玉県戸田市上戸田2-2-2
TEL ： 048-233-9343　FAX ： 048-299-2812

e-mail：lib@mail.ruralnet.or.jp
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出　典 解　説

1) 月刊『現代農業』
農家や農業関連業界ではおなじみの月刊誌『現代農業』。1985年1月号からの全記事（最新号は発売
後2 ヶ月以内に公開）を収録しています。全国各地の農家の知恵とそれを裏付ける研究成果がわかり
やすい記事になっています。

2)『農業技術大系』 農業技術の百科事典として定評がある農学研究成果と全国先進農家事例の集大成。土壌施肥編、野菜編、
作物編、果樹編、花卉編、畜産編の6シリーズすべての記事を収めています。随時情報を追加。

3)『病害虫防除総覧』 病害虫・雑草の診断法と防除法を詳述。安全・安心の生産確立に向けて、的確に農薬を効かせる技術
はもとより、農薬に頼らない防除法にも重点を置いています。新情報を随時更新。

4) 登録農薬情報 登録農薬の使用法・成分・毒性について、作物別、農薬の商品名別、種類別の3つの方法から調べる
ことができます。登録内容はEXCELデータでダウンロードもできます。

５）『季刊地域』
地域に生き、地域を担い、地域をつくる人びとのための実践の雑誌。最新号は発売後2 ヶ月以内に公
開し、バックナンバーも2010年の創刊号から収録。「地域資源」「地エネ」「自給力」「自治力」など
をテーマにお届けしています。

6)『日本の食生活全集』 全国300地域、5,000人のお年寄りから取材した、地域に根ざした食事の記録。昭和初期の日本の食
と暮らしを再現したデータベースになっています。

7) 『伝え継ぐ 日本の家庭
料理』

日本各地で昭和35 ～ 45年の食生活を聞き書きして選ばれた料理、家庭でつくれるレシピ1400品を
収録した全16巻の全集（2021年12月に完結）。キャッチフレーズは「100年後にも伝えたいふる
さとの味」です。

8)『日本農書全集』
持続的農業と循環型社会の原像＝江戸期庶民の生活世界を記した農書を全国から300点あまり発掘し
ました。郷土の貴重な文化遺産が正確な原文と流麗な現代語訳で読めます。研究者による解題も加わっ
ています。

9) 『地域資源活用・食品
加工総覧』

各地の試験研究機関や食品企業で進む素材開発や新商品開発、安全・安心で経費のかからない加工技術
の研究、さまざまな加工販売事例…。このような動きをとらえた食品づくり百科事典として貴重な資料
です。

10) 雑誌『のらのら』
『食農教育』

雑誌『のらのら（食農教育）』『農業教育』などに掲載された食・農に関する教育実践と、「あそび事典」
「こだわり食品」などの単行本シリーズに掲載された遊び、実験・観察、調理・加工の記事を収録して
います。

11) 農業入門関連作品 野菜づくりの入門書として『新 野菜つくりの実際』（全5冊）と、農業高校教科書をもとにした『農
学基礎セミナー』（全11冊）を収めています。

12) 『農業技術事典
NAROPEDIA』

作物、畜産、品種、育種、栽培、飼養、生理、土壌、施肥、病害虫といった農業生産技術はもちろん、
経営、流通・マーケティング、食、法律・制度・行政・施策といった農業を取り巻く重要語を網羅し
解説した農業用語辞書。約16,000語、カラー写真2,500枚を収めています。

13) ビデオ 農作業のポイントをわかりやすく解説するビデオ作品を中心に、農業技術・経営、健康・食生活、地
域づくり、環境等をテーマにした動画を1,300本以上収録しています。

収録されている情報
（2024年 2月現在）
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　電子図書館を快適にご利用いただくため、推奨している使用環境は以下のとおりです。

【OS】
いずれも最新のバージョンを推奨いたします。

＊ Microsoft Windows

＊ Apple　Mac OS

＊ Andoroid

＊ iOS

【ディスプレイ解像度（パソコンの場合）】
1024 × 768 以上

【回線】
ADSL、4G 以上の高速接続可能な通信環境

【ブラウザ】
最新のバージョンを推奨いたします。

＊ Microsoft Edge

＊ Safari

＊ Firefox

＊ Chrome

【農薬情報の一部の利用】
農薬情報の一部は、データをエクセル形式でも提供しています。利用するためには、Microsoft Excel または

Open Offi  ce(Calc)、Google スプレッドシートなどが必要です。

【その他のソフトウェア】
記事誌面（PDF）の閲覧にはAdobe Acrobat Readerをお使いください。アドビ株式会社が無料で提供しています。

利用端末とネットワークの準備2



4

検索のしかた3

1、検索から記事閲覧まで
①ページの上方にある検索窓（図 1）に、検索したい言葉（以後「検索語」と記します）を入力します。

②虫眼鏡マークの検索ボタンをクリックすると、「検索結果」（図 2）が表示されます。

「検索結果」には、検索語を含む記事のタイトル、サブタイトル、執筆者など、記事の主な情報（出典情報）が表示されます。

③記事タイトルをクリックすると、「記事の概要」（図 3）が表示されます。

図 2「検索結果」の表示画面 図 3「記事の概要」の表示画面

Ⓐ Ⓒ

Ⓑ

図１　検索窓に言葉を入力

水はけ

虫眼鏡マークの
検索ボタン
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④「記事の概要」にある「この記事を表示」（Ⓐ）をクリックすると、記事の誌面が表示されます（図 4）。「簡易表示」

（Ⓑ）の画像をクリックしても誌面が表示されます。

⑤「記事の概要」にある「テキストのみ表示」（Ⓒ）をクリックすると、記事の文字要素だけが表示されます（図 5）。

図 4「この記事を表示」をクリックすると誌面が
表示される

図 5「テキストのみ表示」をクリックすると、文字要素だ
けが表示される

2、検索条件を変える

検索結果表示ページの上部にある①～⑤の設定を変えることで同じ検索語でも、違った結果を得ることができます。

①

② ③ ④ ⑤
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②「検索対象」を変える
検索対象には２種類あります。ひとつは「キーワードなど」で、記事タイトル、執筆者名、見出しなど「記事の概要」

を検索対象にしています。もうひとつは「記事全文」で、記事内の全ての文章を対象にしています。

検索対象のデフォルト（初期設定）は「キーワードなど」です。「記事全文」を検索対象にすると、該当数が多く

なり過ぎることがあるため、そのような設定にしています。もし思ったよりも該当数が少ないときは、「記事全文」

で検索し直してみてください。

③「表示件数」を変える
通常、検索結果の表示件数は 20 件となっています。検索結果そのものは変わ

りませんが表示件数を 10 〜 100 件の間の 5 段階で選択できます。見やすい件

数を選び、もう一度「検索する」ボタンをクリックしてください。

④「出典情報」の表示と非表示
通常「出典情報」は「表示」になっており、記事タイト

ルの他に、特集や連載タイトル、執筆者、作品名、ペー

ジ画像などが表示されます。もし記事タイトルだけを俯

瞰したり、印刷をしたいときには、出典情報を「非表示」

にして、もう一度「検索する」ボタンをクリックしてく

ださい。

「出典情報」を非表示にした画面

①作品選択
通常の検索では、作品の指定はされません。作品を限定して検索をするには、作品名の左のボックスをクリックし、

チェックを入れてから、もう一度「検索する」ボタンをクリックしてください。
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⑤結果の「並べ替え」をする
検索結果の並べ順には大きく３つの種類があります。

①関連の高い順　②新旧順　③目次順

通常は①の「関連の高い順」に設定されています。「関連の高い順」とは、

タイトルや見出しなど、該当用語がある場所に応じて得点が与えられ、そ

の得点の高い順に表示する方法です。記事のタイトルや見出しなどにその

用語が多ければ多いほど、上位に表示されます。

②は「（作品名）・新しいものから」「（作品名）・古いものから」で、その作品の記事だけを検索対象にして、新し

い順もしくは古い順に表示するものです。

③の「食全集・目次順」では『日本の食生活全集』の記事を、「家庭料理・目次順」では『伝え継ぐ 日本の家庭料理』

の記事を目次順に表示します。

3、AND検索とOR検索
検索の際は、複数の検索語を組み合わせることによって、より的確な検索をすることができます。

1）複数の検索語をすべて含む記事を探したい時は「AND検索」で
例えば、ボカシ肥を使ったトマトの記事をみたい場合は、まず「ボカシ肥」を入力し、次にスペースキーを押して

一字あけ、「トマト」を入力します。検索ボタンをクリックすると、「ボカシ肥」と「トマト」の両方を含む記事を

検索します。この方法を「AND 検索」（あんどけんさく）と呼びます。電子図書館の初期設定はこの AND 検索です。

2）複数の検索語のいずれかを含む記事を探したい時は「OR検索」で
例えば、「産直」「直売所」関連の記事を同時に引き出したい場合、検索語欄のとなりにある「OR」に切り替え、「産

直」と「直売所」をスペース区切りで入力します。これで検索すると、「産直」と「直売所」のいずれか、あるい

は両方を含む記事を検索します。この方法を「OR 検索」（おあけんさく）と呼びます。検索結果が思ったより少な

いときなどに試してみるとよいでしょう。該当する記事が増える可能性が高くなります。
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4、オプション検索
複数の検索語を使い、さらに条件も組み合わせた検索を「オ

プション検索」といいます。「検索する」ボタンの右側にあ

る「オプション検索」という文字をクリックすると、画面

が変わります。

オプション検索画面には、下のように 3 つの検索語入力欄があります。いちばん左の欄は AND 検索、中央の欄は

OR 検索、そしていちばん右の欄は NOT 検索（のっとけんさく）のための検索語を入力します。NOT 検索とは、

その言葉を含まないように検索する方法です。この例では、「酪農」と「チーズ」をどちらも含み、「販売」または

「直売」のいずれかを含むが、「北海道」は含まない、という検索をすることになります。つまり「チーズを生産し、

そのチーズを自ら売っている酪農家で、北海道以外の例を調べたい」といったときに役立つ検索法です。

★ポイント★
　＊検索条件や表示方式を変えてみることも効果的です。
　＊複数の検索語を組み合わせて、絞り込んだり、間口を広げたりしてみましょう。

オプション検索の例
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「私の本棚」を使う4

1、「私の本棚」とは
検索した結果に「タイトル」と「メモ」をつけて、複数の記事をまとめたり、単独の記事だけを取り出して、あた

かも自分の「本棚」に収めるように登録できる機能です。特定のテーマ（著者や地域、連載など）に沿って関連し

た記事を集めてまとめて読んだり、検索し直すことなく、必要な記事をすぐに読み返したいときなどに役立ちます。

ビデオや用語解説も「私の本棚」に登録することができます。

「一時保存」のメッセージ

②

検索結果の画面には「私の本棚に一時保存」ボタンが
表示される

①

新たに「私の本棚に一時保存中」（③）と「私の本棚に登録」（④）のボ
タンが表示された

③

④

2、「私の本棚」に「記事」を登録する

1）ログインをする
「私の本棚」への登録にはログインが必要です。

2）検索を実行する
ログイン後の検索結果画面には、記事ごとに「私の本棚に

一時保存」というボタン（①）が表示されます。

3）検索結果を見て、記事を選択する（一時保存）
検索結果を見て、あるいは記事を読んで、保存したいと

思ったら、検索結果一覧の画面に戻って、その記事の右

側に表示されている「私の本棚に一時保存」ボタンをク

リックします。すると、一時保存をした旨のメッセージ

が出てきます（②）。

内容を確認したら、「もどる」ボタンをクリックします。

その他にも保存したい記事があれば、それらも「私の本

棚に一時保存」ボタンをクリックします。

選択した記事は、「私の本棚に一時保存中」（③）という

表示にかわります。

4）登録画面に移行する
記事を選び終わったら画面上方にある「私の本棚に登録」

ボタン（④）をクリックし、登録画面に移行します。
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5）記事を確認し、もし不要なものがあれば削除する
新規登録の画面が開きます。ここで、一時保存中の記事

が一覧できますので、不要な記事があれば、「削除」ボタ

ンをクリックして削除してください。

6）記事グループに名前をつける
記事が確定したら、この記事グループに名前をつけて

ください。これをつけないと

登録できません。後で変更す

ることは可能です。

7）内容メモを入力する
内容メモがあると、あとで利

用するときに便利です。この

メモはなくても登録は可能で

す。また、記事を大分類、小

分類と 2 段階に分けて分類す

ることもできます。内容メモ

や分類は後で変更が可能です。

8）登録を実行する
タイトルなどを確認して、「私

の本棚に登録」のボタンをク

リックすれば登録が完了し、そ

の時点での本棚のリストが表示

されます。

新規登録の画面

「記事グループ名」の欄に入力（必須）

「内容メモ」の欄に要点を記録しておくと便利

「私の本棚」に登録後の画面
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3、「私の本棚」を閲覧する

1）ログインが必要
「私の本棚」を閲覧するときにも、ログインが必要です。ログインすれば、ページの上部に「私の本棚」という文

字が表示されます。

2）本棚を開く
「私の本棚」の文字をクリックすると、下のように、これまでに登録してきた本棚が開きます。

3）読みたい記事を選んでクリック
「私の本棚」の中から、読みたい記事グループ名を選んでクリックすると出典情報が表示されます。

読みたい記事のタイトルをクリックすれば、その記事が開きます。
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4、記事を分類する
保存している記事はテーマ別に分けて整理することができます。カテゴリは「大分類」「小分類」の 2 段階に分け

ることができるので、特定のテーマ、著者別など、アイデア次第でかなりの数の記事を整理することが可能です。「本

棚」リストで、「分類」の文字をクリックすると、より整理した形で一覧できます。

整理前

整理後

★ポイント★
　＊「私の本棚」を使うにはログインが必要です。
　＊記事グループ名はわかりやすく。メモも大事な記録です。

　＊記事が増えてきたら、分類で整理しましょう。


